
団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 108.1 ％） （達成度 67.5 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 108.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 28.2 ％） （達成度 56.8 ％） Ａ Ａ 両方下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 両方変更する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 115.3 ％） （達成度 98.4 ％） Ａ Ａ
①上げる②下

げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 45.0 ％） （達成度 142.9 ％） Ａ Ａ 廃止する

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 廃止する

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

実施しない

目標
数値

20
実績
数値

9
目標
数値

参加者数（各回）

指標

満足度

事業承継に対し意識を
もって取り組んでいる企
業が少ないためか参加者
は目標を下回る結果と
なった。
しかし、参加した企業に
おいては、真剣に将来を
見据えた企業経営を構築
する機会となった。

総
合
評
価

Ａ

70
実績
数値

100

若手後継者等育成
事業
（１） 事業承継
塾（セミナー）
【青年部】

中小企業経営者の高齢化が
問題となっており、高齢化
が進むと企業の業績停滞な
どが懸念される。また、経
営者の高齢化が進んでいる
のにも関わらず、国の調査
結果では、承継準備を行っ
ている経営者は半数にとど
まっている。
　　このことは、大府市内
の事業所においても同じ状
況であることから、円滑な
事業承継が出来るよう、経
営者・後継者に対し事業承
継に関する知識・意識向上
を図るセミナーを開催す
る。
　　本セミナーは現経営
者、後継者が集まる青年部
員を主な対象とする他、会
議所の一般会員も対象とす
る。

５回シリーズセミナー
参加者数　延べ48名
参加者数　平均9名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部は、経営者
等の資質向上に努
め、女性会は、高
齢化が進んでいる
事から、引き続き
若手会員の増強を
図り、今後の事業
運営の安定を図
る。

目標
数値

59
実績
数値

68
目標
数値

64

指標

女性会員数
各種事業の企画・運営す
ることにより、会員の資
質向上を図る事が出来
た。又、地域の催しへ参
画することにより大府市
の活性化に繋がるだけで
なく、青年部、女性会と
いう団体を市民に向けて
PRできた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

63

若手後継者等育成
事業

小規模事業者・中小企業者
は大企業とは異なり、自己
変革に繋がる機会が少な
い。この状況を変えるため
小規模事業者等の自己研
鑽、人格教養、経営能力の
向上、企業の発展、並びに
地域社会の繁栄に貢献し、
会員相互の連携と親睦を図
る事を目的とする。

大倉公園つつじまつり、大
府夏まつり、研修会等
事業開催回数　青年部 10回
　　　　　　　女性会 14回
延べ参加者数　657名
（青年部364名、女性会293
名）
青年部会員数　 68名
女性会会員数　 63名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

等

指標

青年部会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

定例の講習会は広
く認知されてい
る。定例以外でも
時代のニーズに
あった有益性の高
い講習会を企画す
る。次年度は税務
講習会を一部集約
し、効率的な運営
に努める。

目標
数値

170
実績
数値

48
目標
数値

484

指標

個別指導参加者数
定例の集団及び個別講習
会を開催することによ
り、小規模事業者が税
務、金融、労務について
正しい知識を身につける
ことができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

275

講習会等 地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をな
す小規模事業者及び中小企
業者の経営基盤の安定強化
に努める。具体的には月１
回の定例税務相談を始め年
末調整、確定申告の勉強会
及び集合受付、経営に関す
る講習会を開催する。

集団指導
    4回　延べ48件
個別指導
　　50回　延べ275件

小規模事業者

指標

集団指導参加者数

巡回・窓口やホー
ムページによるPR
など、新規加入促
進を積極的に行
い、指導対象企業
数の増加に努める
と共に、経営状況
に応じた提案型指
導を心掛ける。

目標
数値

84
実績
数値

91
目標
数値

実績
数値

小規模事業者の記帳意識
の向上をはかり、適正な
税務申告指導を図るとと
もに、経営改善がなされ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

正しい経理と記帳慣行を身
につけ、経理管理や納税の
適正化を促す。

指導対象企業数　91件
指導日数　397日
指導延べ回数　1,420回

小規模事業者

指標

指導対象企業数

指標

目標
数値

1652
実績
数値

1786
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者は
様々な角度から支
援が必要であるこ
とを考慮し、重点
的に支援を行う。
今後も現行どおり
計画目標を定めて
継続実施する。

巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をな
す小規模事業者及び中小企
業者の経営基盤の安定強化
に努める。また、課題解決
提案・経営革新への積極的
な支援を実施する。
特に巡回指導は4人の経営指
導員により、多忙な小規模
事業者にとっては訪問する
ことで時間的短縮が図られ
る上、出向いて聞くまでも
ない様な些細な相談を受け
ることができる。

巡回指導
    実企業数 　　250件
    延べ件数 　　617件
窓口相談指導
    実企業数 　　386件
    延べ件数 　1,169件
課題解決提案件数 　 27件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

小規模事業者に対し、補
助金申請のノウハウなど
支援を効果的に行う事が
できた。（小規模事業者
持続化補助金の申請件数
16件、採択件数15件、採
択率93.8％）

実績
数値

27

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 142.9 ％） Ａ Ａ
①下げる②上

げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 240.0 ％） （達成度 142.9 ％） Ａ Ａ 両方上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 173.3 ％） （達成度 142.9 ％） Ａ Ａ
①現状維持②

上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 61.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 変更する

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各店主が目指す数
値目標を明確に
し、より効果の高
い事業となるよう
な企画を実施して
いく。次年度は実
施方法を一部変更
し、効率的な実施
をする。

目標
数値

200
実績
数値

122
目標
数値

指標

個店の魅力を消費者に伝
える事ができ、新規顧客
の獲得や店との交流が生
まれた。また、店主同士
の意見交換を通して、”
横のつながり”ができ、
地域商業活性化の一助と
なった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

商店街振興事業
（げんき商店街推
進事業）

小規模商店の現況はいうま
でもなく厳しい状況にあ
り、中心市街地の衰退は著
しい。このような厳しい状
況を少しでも打破するため
には、魅力ある商店づくり
(個店対策支援)を実施する
ことにより街にも活気が生
まれ、ひいては、地域活性
化が図られる。

「おおぶ・逸品運動」
　　参加店　　29件
「おおぶふれあいゼミナー
ル」
　　参加店　　62件
「大府あきんど塾」
　　参加店　  31件

小規模事業者
等

指標

参加事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

女性会会員の資質
向上に努める研修
を継続実施

目標
数値

30
実績
数値

52
目標
数値

70

指標

満足度
目標参加人数30名を大幅
に超える参加者実績を作
ることが出来た。また参
加者の満足度も非常に高
く有意義な事業となっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

若手後継者等育成
事業
「女性経営者が健
康で積極的な人生
を歩むために講演
会」【女性会】

人生１００年時代と言われ
るなか、世の中では、これ
まで以上にシニアの活躍が
求められている。そこで今
回は、女性経営者を対象
に、健康で積極的な人生を
歩むには、何が必要なのか
について、講演を通じて学
び、女性経営者としての資
質向上に資するものとす
る。

参加者数　52名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

等

指標

参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も青年部活
動、事業所の事業
活動に繋がるセミ
ナーなどを企画・
立案し開催する。

目標
数値

30
実績
数値

72
目標
数値

70

指標

満足度

本セミナーを通じて、
「自分のタイプの特
徴」、「人のタイプ」、
「自分のタイプは他のタ
イプの人からこう思われ
ている」など、大まかな
タイプの特徴・傾向を知
る事ができ、相手のタイ
プ（特徴）を踏まえた、
コミュニケーションの取
り方（本人本位ではな
く、他人本位）は、有効
的な人間関係の構築には
必要不可欠だと改めて感
じさせられました。本セ
ミナーで得た知識は今後
の青年部活動を実施する
上で、大変活きるスキル
となる。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

若手後継者等育成
事業
「ビジネスで求め
られるコミュニ
ケーション力向
上」【青年部】

「伝わる話し方」とは、
「相手のアクションが生ま
れる」話し方。言いたいこ
とが一瞬で要約できる人、
緊張せずに堂々と話せる
人、自分の意見がちゃんと
言える人は、話が明確で、
無駄がなく、メッセージを
しっかり相手の心に届ける
ことができる。そして目の
前の人を鼓舞し、勇気づ
け、行動を起こさせる。そ
んな「相手のアクションが
生まれる」話し方を身につ
け、自身のコミュニケー
ション能力を引き上げ、周
りの人との素晴らしい人間
関係を手に入れるセミナー
を開催し、日頃の仕事に活
かすと共に、今後の青年部
活動に資するものとする。

参加者数　72名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

等

指標

参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

31年度も引き続
き、全国会長研修
会へ参加する

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

70

指標

満足度

全国の青年部会員との交
流によって、見聞を広め
ることができた。記念講
演により「将来を見抜く
先見性」の重要性を学ぶ
ことができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

若手後継者等育成
事業
「全国会長研修
会」【青年部】

事業者にとって「繋がり」
とは、売買関係だけではな
く、同業者であっても助け
合うことができるパート
ナーの事をさす。
地域活性化の高い志を持つ
「会長」が一堂に会する全
国会長研修会に参加するこ
とにより、地域経済を担う
リーダーとしての資質向上
と、意識の高揚を図る自己
啓発の場となる。青年部の
課題等について意見交換を
行い、青年部組織の活性化
と一層の充実を図り、新た
な人脈づくりの場とするな
ど、より実りある研修会と
し、今後の青年部活動に資
することができる。

参加者数
・青年部会長
・次年度会長予定者
・顧問(東海ブロック)
計3名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

等

指標

参加者数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


